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.<E （桜）の季節も、変則的な’11.~ さが［（！， を：ひく小でいっしカ・終

わりを告げ、長い間待ちあぐんだ制{j;の峡がようや＜,f}jれ、レ

よいよわがふるさとの罫・山もやっとれ艇のとf；市lに入ろうとして
し、る。

山菜取りの主婦たちがぞくぞく近くのtiIヘ繰り出し、！！附新

日ともなれ！s:、表い男女に限らず、 r- u~づれのノ、 イ ｝J - ；主ヵ：、

野山へ、lfij浜へと νジャーを後しみに11¥n・けてし、く。

L‘わく、向然探務、イハキ ング、，（！＼つり、U1来取りなと．。

しかし、その人たちの去ったあとは、あたりー1f1iの烈かん、

佐びん、紙くずの山であり、文宇どおり、滋（~ろうぜ （！ さなが

らである。

近年必業の発達に伴って、 ：l：湯のl免液や大気の汚染等の公＇； I~

ヵ：ノ，，l!な問題として喧伝されているが、人為的に自然兵をそニ

なうこのような行為は、人聞が人間と して生会るためにはぜひ

とも必要な大切なものを忘れている、あるいはおのれを偽わリ

ている卑劣な行為で、公害などと何ら変わると ころがなし・。

ものの：与え方の基準などは、流動的に11"1'代と共に変わるtM介
が多く、われわれ少年時代は、コ’ミamに拾てるものとfたまっ
ていた。 もちろんその頃の河川は、清流がとうとうと官を立て

て流れていたものである。

ぞれが今日、 「うさぎ追いしかのlliJは空かん、空びん、紙

くずの山と化し、 「小鮒つりしかのJllJは狭くなり、測って必

臭を般つに至っている。

高度経務成長は消費経済の成長であり、かつてはとうとい資

源とうたわれたものが、いまや廃品、コ・ミという名のもとに、

おびただしい量左速度をもって家庭から排出されている。そし

て、それらの処理が、生活の中で車要な分野を占め、しかも倒

人ではどうにもならない状態にまて’なってきている。

wl日l日fcl!合l1fiド問の！1,XI LI )'i （七人：1j j住Ii"・先般行なわれたが、こ
の行事lt.J主討の！l'i:咲な＇： jo •! •行事のーっとして、従米河川の美化
や市街地のj§化運動と JI；に、 数＂I・白iJヵ.~，ーにスロ ー 力・ ン をぬげ

て実践してきたものである。M近では、このような迎行のえli動
1:1；引として、民lllJHi！），：ゃ、側人（J・撤去の；j1からも、日Ifぐるみの

現波長化運動の従唱と共に、－・t部実践の段断に入りつつある

が、ここにおいて、われわれは、辿斤のill動やー；＇（ i'.{.j識,fiの運
動に汁し、tj:¥.にj白子ゃ'ft伎の；:rを.i.lるにti：まることなく、公民
館活動なとを，，，・じとした、ほうば＼ .として織り．卜がる一大町民

運動として、 「よニさないことJと、 IXしくすることJ、の

前傾積極の両副からなゐ活（}Jな起動を民llfJし、 1；化－L 'J-' Iレ町立

Jにまて’進めたL、ものであるc

人知の進歩のみが人iii；のコ’ミをfli:に必りmずれ’；！れとなり、 q食
f愛の俗流的民主主4遊は術平iro~

1:1己質任の回jfil均：2包びん、qかん、紙くす’Cf）山会脱出してい

る。

山野にいろいろのイとがl吹き、 .r！，がさえずり、 J:: しい~· 1 然の；11.~

和が保仁れてし、る。人の＂＇；も進歩とよk'・l平IIがあってニそlりjるい住

みよい社会がっくり出さhゐのである。

人類の進歩と調不IIを t~；！ほうするhh1J<l; .D必も、たとえささや

かな町ぐるみ美化ill動の.rr~ も 、 そ、： tこ（nJら〉もなることがない

二とを認識すべ念であろう。

（制策会・t・l1111 rm 忠治〉
く写真〉

4月26l:lに行なわれた.cllti"の械山央化人行進で、
鹿烏樹首型地歩泊路をl1~拙するl市r述。
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朝
日
町
で
は
、
昭

和
四
十
一
二
年
、
近
世

史
の

一
端
と
し
て
、

境
問
所
史
を
発
刊
し

藩
政
時
代
に
お
け
る

関
所
の
規
模
と
性
絡

を
明
雄
に
し
多
大
の

好
評
を
得
た
。

本
年
（
昭
和
四
十

五
年
）
続
い
て
、
日

本
史
・
中
世
の
あ
け
ぼ
の
を
北
陸
路
に
求

め
、
「
北
陸
宮
と
宮
崎
氏
」
〈
B
五
判
十

二
一
貝
）
を
発
刊
し
た
。

こ
の
書
は
、
北
陸
宮
と
、
北
陸
宮
を
朝

日
町
宮
崎
に
て
護
衛
し
て
い
た
宮
崎
大
郎

に
つ
い
て
、
そ
の
突
存
を
認
め
ら
れ
な
が

ら
も
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
な
い
点
が
ぎ
わ

め
て
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
調
査
研
究

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
U

北
陸
宮
の
生
涯
は
、
木
曽
義
仲
に
よ
っ

て
擁
立
さ
れ
、
朝
日
町
に
在
住
さ
れ
、
八

十
二
代
の
皇
位
を
競
望
（
後
鳥
羽
天
皇
と
〉

さ
れ
た
点
に
光
ぼ
う
を
肱
っ
て
い
る
。
こ

の
意
味
に
お
い
て
朝
日
町
が
「
北
陸
宮
と

宮
崎
氏
」

の
編
さ
ん
委
員
会
を
設
け
ら
れ

た
ゆ
え
ん
が
ら
る
。

調
査
に
ら
た
っ
て
は
、
宮
内
庁
を
始
め

京
都
市
史
摘
さ
ん
室
、
同
峨
峨、

岡
大
覚

ひさあ（票？議会易会員）第177号

寺
、
長
野
県
伊
祭
郡
、

伊
奈
に
お
い
て
は
長

野
県
の
宮
崎
城
耕
や

宮
崎
大
郎
の
子
孫
に

面
接
し、

宮
崎
家
の

系
図
や
墓
所
、
設
問台

寺
等
の
資
料
に
も
と

づ
い
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

ま
た
北
陸
宮
に
つ

い
，J

酬

い
て
は
、
京
都
の
北

陸
直
基
地
に
よ
り
分
骨
し
、
七
月
八
日
、

符
の
命
日
そ
期
し
城
山
の
上
に
御
陵
の
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
av

後H

~ ~I: 
γ 陸

I [ I I l一一一一一一一一 1-1 宮
観式苑守 高ω 以 二78関
子子子覚
内内内内 倉 王 条 係
親親親親 ｜ ｜｜ 系
王王王王「了一「｜ Jーナ「「｜ ｜ ｜プ・－.；79 閲

am後82守安81仁法過小道真 北 一
芋 古 :!A. 控 条
内 烏 八 一 宮
焼親 去
王羽王徳者円尊 性性

宮
崎
太
郎
長
康
家
系
図

「 ｜初
弥sl代

言 I ~
I IL 
実s1 ~r 
郎 ｜｜ 内
よ｜器3
扉 ｜｜
大｜祢4
-""io:. I五

l I 111~ 

忠之
郎郎
三次
郎l郎

大
郎

孫I0 
次
郎

「｜｜
係151係11
蛾｜蔵
上｜採12
~ l 五
完｜郎
I I 

一一｜｜弥13
｜ ｜ ｜平
八輝 ｜民
郎康 ｜術

分断平｜宗14
家一主i治
γ そ~£ 1?1~

一

ー
ヰ

長

術

・
向

m．

一

1
緑

丘

術

門

局れ
凶
制
下

町
一

一

二

－

－

丈
一郎
広
衛
門

－拘
場

K
町
山

「
筑
後
｜
寸
点
火
｜一

一

一l
仁

左

間
判
F

紀

伊

ィ

一

忠
一15
高
円
一
一中
間

｜
一

1
ぜ

ん

p

京
阪
符

tt

一

一

瓦

《

ー
忠
兵
衛
（
浪
人
）
l
h
k
左
衛
門
（
附
段
）
｜
一

1
1
吋
I
l
li

－－八
1

1

1
1
1
川
I
l
ll
t

－l
山
・兵
術
｜
叫
帝
京
術
門
l
世
帯
内

l－

一i
い庁
長
南
｜
左
兵
衛
｜
町
宮
内
｜
一

一

サ

ュ

ー

四
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義
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l
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（
教
育
委
員
会
）

国

税

国
税
不
服
審
判
所
が
発
足

ft 

よ

り

こ
ん
ど
の
国
会
で
、

国
税
に
対
す
る
不

服
の
申
立
制
度
が
改
善
さ
れ、

五
月
一
対

か
ら

「
国
税
不
服
審
判
所
」
が
発
足
じ
ま

し
た
υ

①
国
税
不
服
審
判
所
の
役
割
は
、

国
税
局

や
税
務
署
か
ら
独
立
し
て
、
納
税
滑
か
ら

の
務
査
の
請
求
を
取
り
扱
う
機
関
で
あ
り

こ
れ
ま
で
は
、
国
税
同
に
設
け
ら
れ
て
い

た
「
協
議
出
」
が
審
査
の
請
求
を
審
理
し

そ
の
上
で
国
税
局
長
が
最
終
の
決
定
を
し

て
レ
ま
し
た
が
、
国
税
局
長
は
、
片
方
で

関
税
や
徴
収
の
什
事
を
し
て
い
る
の
で
ど

う
し
て
ら
、
税
務
署
に
有
利
な
決
定
を
す

る
の
で
は
た
い
か
、

と
い
っ
た
不
安
が
納

税
者
に
あ
り
ま
し
た
。
様
判
所
は
、
凶
税

局
長
か
ら
独
立
し
て
、
公
不
な
立
場
で
、

搭
査
の
請
求
を
務
現
し
、
審
判
所
長
が
最

終
決
定
金
行
な
う
も
の
で
、
そ
う
し
た
不

安
は
い
っ
さ
い
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
低
審
査
の
請
求
を
す
る
に
は

審
引
の
調
求
は
、
見
正
、
決
定
等
の
処

分
を
し
た
税
務
署
長
や
阿
税
局
長
に
対
し

て
、
ま
ず
異
議
申
立
て
を
し
て
、
そ
の
決

定
を
う
け
て
始
め
て
で
き
る
場
合
と
青
色

申
告
者
の
よ
・
フ
に
直
接
で
き
る
場
合
と
が

あ
り
、
こ
の
審
蓋
に
は
、
芥
縫
土
も
訴
訟

費
用
・
も
い
り
ま
せ
ん
。
な
お
詳
し
い
事
は

税
務
署
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
）

選

は

：
削
：

：
知

っ
て

お

き

た

い

選

挙

の
知
識

：：：一

挙

と

選
挙
で
人
を
え
ら
ぶ
こ
と

は
む
ず
か
し
い

人の人 うの
、い・のかレ・
自 白 川口 ，七
/_, " .XI. v 問ソ

｛！.人・をい 人・の
曹』、そっと人
u. 加点らもはは
ま裏さに 、ぃ．
2をぬこ二どい・
六・巧い・にん 人・
~ ＇.みい・こ な だ
1・tこノソし人 」
ノとか 、てなと
議わよい・んい
会すうい・でう
でい・り人・あ 。
うい・よ 、ろ そ

の
討
議
に
い
い
人
、
わ
が
派
に
と
っ
て
い

い
人
、

わ
れ
ら
の
地
区
に
判
窓
口
い
い
人
、

企
町
に
と
っ
て
い
い
人
、
常
に
行
状
の
正

し
い
い
い
入
、
現
実
的
施
策
を
じ
よ
う
ず

に
進
め
る
い
い
人
、
将
来
を
見
通
し
て
あ

や
ま
ら
ぬ
発
展
応
能
を
す
る
い

い
入
、
，史

に
ど
う
で
も
い
い
人
も
あ
る
。

と
も
角
．
ど
ん
な
人
が
町
政
に
と
っ
て

い
い
人
な
の
か
、
え
ら
ぶ
立
場
の
お
互
い

a
a
τ
0
0
0
4
 

の
杉
え
方
で
町
政
が
よ
く
も
な
り
わ
る
く

も
な
る
。
進
む
も
退
く
も
す
る
。

ox試
験
の
教
育
が
、
今
日
の
大
学
迄

の
ム
干
話
，
一
百
円
を
毒
し
た
の
で
あ
る
、

と
心
あ。。

る
方
が
お
っ
し
ゃ
る
。
と
こ
ろ
が
、
メ
ク

。
。。

ラ
投
州
知
の
選
挙
は
、
政
治
悪
の
品
床
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
ど
ん
な
も
の
だ
ろ

う
。
「

O
O候
補
に
お
ね
が
い
し
ま
す
。
」

と
私
ら
住
民
に
叫
び
か
け
る
。
ど
の
候
補

者
も
同
し
で
あ
る
。
そ
の
叫
が
声
が
と
て

も
う
る
さ
い
く
ら
い
で
あ
る
。
な
ぜ
で
あ

ろ
う
。
内
容
が
伴
わ
ぬ
呼
び
か
け
だ
か
ら

で
あ
る
。

ほ
ん
と
う
に
選
ぶ
方
の
側
か
ら
す
る
と

選
挙
運
動
期
間
が
三
方
月
も
五
カ
月
も
あ

れ
ば
よ
い。

そ
の
間
立
会
損
説
会
を
数
多

く
催
し
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
。
い
や
、

一
挙
に
、
選
挙
運
動
期
間
を
無
く
し
、
年

中
、
適
期
適
所
で
、
政
見
発
表
、
政
治
座

談
会
が
行
な
わ
れ
る
状
態
が
ほ
し
い
。
た

と
え
ば
、
土
曜
、
日
曜
、
祭
日
等
に
、

政
治
を
志
す
人
々
が
、
各
地
区
の
公
民
館

や
街
角
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
見
を
発
表

し
た
り
、

阪
般
会
を
開
い
て
、
正
し
い
意

見
を
交
換
し
た
り
す
る
よ
う
な
や
り
方
に

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん、

当
選
し
て
議
員
に
な
っ
た
方
々
に
は

そ
の
場
所
、
そ
の
曜
日
こ
そ
、
住
民
と
町

政
と
を
直
接
的
に
つ
な
く
大
切
な
好
機
と

な
る
の
で
あ
る
。

思
い
切
り
、
こ
の
面
に
ま
で
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
経
済
大
国
日
本
の
政
治
の

0

0

0
 

後
進
性
を
、

一
挙
に
、
政
治
大
国
日
本
に

ま
で
飛
躍
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は

な
か
ろ
う
か
G

あ
る
し
ば
ら
く
の
期
問、

政
治
の
流
れ
が
濁
流
と
な
る
や
も
知
れ
ぬ

が
そ
れ
は
暫
時
で
あ
る
。
住
民
の
政
治
志

識
が
年
々
た
か
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
清
流

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
も
し
な
け
れ

ば
住
民
不
在
の
政
治
の
不
明
朗
な
政
治
が

い
つ
ま
で
も
続
く
で
あ
ろ
う
む
百
年
河
清

を
持
つ
よ
う
に
。

（朝
U
町
明

E
混
捗
推
進
協
議
会
）
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実
習
と
誠
会
を
行
な
い
、
主
凶
仰
の
，
太
古
に

対
す
る
一
誠
織
と
知
識
を
高
め
る
こ
と
に
努

め
て
レ
ま
す
υ

塩
分
の
と
り
す
ぎ
は

成

人

病

の

原

因
に

ー
塩
か
ら
い
味
そ
の
改
善
へ
｜

塩
分
の
と
り
す
ぎ
と
民
的
の
聞
係
、
特

に
議
分
と
労
働
、
境
分
と
成
人
病
の
関
係

を
と
ら
え
て
み
よ
う
と、

五

o
r以
上
の

品
血
圧
者
の
門
家
庭
を
中
心
に
二
四
一
円
を
選

ひ
、
従
来
か
ら
使
っ
て
い
る
味
そ
に
つ
い

て
調
べ
て
み
る
と

一
、
φ
昧
そ
の
標
準
境
分
は
一
五
係
の
と

ニ
ろ
、
二
六
・八

%
、｛
一
二
二
%
が
八

ハ
、
一
九

・
九

%
l

．
．
 
北
・
五
%
が
一

六
戸
と
全
部
が
岡
崎
嘩
以
上
の
塩
か
ら
い

味
そ
を
使
っ
て
お
り
、

＠
ま
た
、
味
そ
汁
の
塩
分
様
準
は

一
・
二

M
W
の
と
こ
ろ
、

二
・一

%
が
一
一
円
、

一
・
八
%
1
一

一
二
%
か
一
山
門
戸
、
標
徐
七
戸
と
、
七

0

．
八
%
の
家
が
境
か
ら
い
味
そ
汁
で
、

ニ
、
そ
の
う
ち

め
・高
血
住
民
で
現
荘
治
療
し
て
い
る
家
八

一コ
ゆ
高
血
圧
症
で
数
年
前
死
亡
し
て
い
る
家

二
戸

川
円
高
血
圧
症
で
現
在
両
親
が
治
療
し
、
数

年
前
川
出
交
の
死
亡
し
て
い
る
家
二
戸

と
レ
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

長
近
‘
黒
部
保
健
所
管
内
問
地
区
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
塊
地
底
は
最
高
に
塩
か
ら

い
味
そ
汁
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
濃
度
な
、
塩
か
ら

い
味

そ、

味
そ
汁
を
平
気
で
使
用
す
る
こ
と
が

習
慣
化
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す

こ
れ
を
毎
日
使
用
し
て
い
る
と
ど
ん
な
こ

と
に
な
る
か
、

労
働
を
す
れ
ば
挫
か
ら
い
も
の
が
必
要
だ

と
自
分
か
ら
き
め
つ
け
る
人
も
あ
り
ま

す
。し
か
し
、

い
く
ら
労
働
を
し
て
も
、
栄

を
の
，
T
フ
ン
ス
JV
一考
え
て
体
力
保
持
に
努

め
て
い
る
人
も
今
日
多
い
と
思
い
ま
す
レ

人
間
は
作
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
ら

た
も
必
化
副
総
か
お
主
て
き
ま
す
υ

そ
こ
へ
、
鮮
日
ニ
の
よ
う
な
味
そ
、
山

そ
引
を
他
則
す
る
と
、
知
ら
ず
知
内
ず
の

う
ち
に
、
動
脈
問
化
、
突
然
…
の
脳
卒
中
、

賢
脳
炎
な
ど

μき
る
版
閃
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
削
組
解
決
の
た
め
に
も
、

三
年
同
の
健
版
づ
く
り
運
動
は
、

一
役
身

近
な
こ
と
「
味
そ
の
改
善
」
か
ら
進
め
て

し
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
調
査
か
ら
、
境
地
区
全
体
で

も
．
八
O
M
W
ま
で
温
か
ら
レ
川
町
そ
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し

た
ω
何
十
年
も
域
か
ら
い
味
ぞ
を
常
用
し

て
い
る
と
、
向
分
の
か
ら
だ
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
な
る
か
、
よ
く
認
識
し
て
ほ
し

レ
も
の
で
すコ

国
民
健
康
保
険
疾
病
状
況
で
は

成

人

病

が

第

一
位

史
に
、
民
地
鼠
の
附
和
四
十
一一一年
度
に

お
け
る
国
民
俗
戚
保
険
疾
柄
状
況
の
関
係

を
翻
べ
て
み
ま
し
た
υ

ニ
れ
ピ
よ
る
と
、
間
保
加
入
有
一
一
二
三
名

〈
加
入
率
一
二
一
・

九
戸
弱
〉
の
扶
柄
状
況

医
療
費
額
は、

一
位
高
血
圧
症
H

＝0
・
三
%

八
九
四
、

三
五
九
円

二
位

尿
器
賢
臓
め
疾
患
H
一
六

・
一
%

七
一
一

、
九
九
六
円

三

位

消
化
船
疾
忠
H
一
五

・
八

%

六
九
七
．
四
九
八
円

の
順
位
で
、
多
く
の
人
が
病
気
に
か
か
っ

て
お
り
、

多
額
の
医
療
費
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
む

先
の
境
分
の
調
益
の
結
果
に
も
あ
る
よ

う
に
‘
塩
分
の
と
り
す
，さ
と
成
人
病
と
の

関
係
が
か
な
り
明
確
に
わ
か
る
と
思
い
ま

す。毎
日
の
労
働、

境
分
、
老
化
現
象
と
、

何
か
一
連
ー
の
も
の
が
械
信
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
〉

涜
地
区
は
境
地
区
な
り

の
間
期
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
少

し
で
も
改
善
し
、
前
向
き
の
嬰
勢
で
、
よ

り
健
康
で
豊
か
な
あ
す
の
生
前
づ
〈
り
に

進
ん
で
レ
き
た
レ
も
の
で
す
Q

（

mw．h
斜
）

図

書

館

だ

よ

り

〈
新

舟

凶
H
U
V

日
本
の
名
著
（
附
お
天
心
）
中
央
公
論
社

H
本
の
b
h
h

若
（
聖
徳
太
子
）
中
央
公
論
社

心

町

問

問

好

胤

山
事
記
は
神
話
で
は
な
い

桜

井

光

立

家

紋

丹

羽

基

ニ

伊

述

騒

動

山

田

野

郡

夫

ケ
ネ
デ
ィ
の
遺
産

T
・
ソ

ν
ン
セ

ン

公
明
党
の
索
開

内

総

国

夫

結
婚
失
敗
実
例
集

島

津

久

子

性

の

闘

い

三

田

康

子

円
切
り

上

げ

日

・

本

経
街
新
聞
社

ピ
ー

ク
l
の

法

則

田

中

融

二

冠

婚

葬

祭

入

門

院

月

弥

栄

子

安

保

と

政

治

毎

日

新

聞

社

安
保
と
経
済

。

安

保

と

防

衛

生

産

。

安
保
と
自
衛
隊

。

安

保

と

米

軍

基

地

。

原

仙

の

秘

崎

大

門

一
樹

浩

宮

さ

ま

の

教

育

十

年

訳

回

寛

全
国
大
学
入
試
問
題
正
解
旺
文
社

ミ
コ
の
カ
ロ
リ
ー
B
O
K

弘
田
三
枝
子

入
門
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

川

畑

正
大

ハ

イ

電

気

屋

で

す

沢

田

通

哉

は
じ
め
ま
し
て
マ

マ

杉

山

四

郎

都
市
農
業
の
直
売
戦
略

神
一

戸

正

暮
し
に
生
き
る
骨
董
の
美

葉

秀

雄

徳
利
と
査
と
私

光

芸

出

版

漢

和

辞

典

阿

部

吉

雄

話
し
上

手

聞

き

上

手

大

久
保
忠
利

敬
語
ガ
イ
ド

堀

川

直

義

原
色
日
本
の
美
術
（
水
墨
画
）

小

学

館

川
一

界

の

験

場

を

行

く

井
出

昭

憤

死

高

木

俊

朗

日
本
の
詩
歌
（
現
代
詩
集
）
津
村
信
夫
外

日
本
の
詩
歌
〈
近
代
詩
集
〉
北
村
透
谷
外



藤
井
奨

恵

子

上

横

尾

1
j

殿

村

清

久

宮

本

町

一
一

平

柳

照

夫

矯

向

町

朝

日

町

衛

生

協

力

委

員

会

発

足

｜

｜

一

回

3
2
神

田

町

亀

谷

｝

雄

西

下

町

私
達
が
文
化
的
生
活
を
営
む
と
に
欠
く

4
．

衛

生

審

虫

駆

除

を

行

な

う

こ

と

田

中

義

－

東

三

浦

町

こ
と
の
で
き
な
レ
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、

E
自
分
自
身
が
衛
生
知

識

を

深

め

る

こ

と

古

沢

庄

一
西
三
浦
町

と
か
く
放
任
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、

一
時
し

朝
日
町
衛
生
協
力
委
員
会
役
員
・
委
員

永

井

成

中

町

一
の
ぎ
の
状
態
で
あ
っ
た
環
埼
’衛

生

事

業

を

会

長

水

島

畑

次

郎

下

横

尾

立

野

辰

輝

弥

生

町

強
力
に
推
L
進
め
よ
う
と
、
今
ま
で
あ
1

副
会
長
水
島
源
大
郎
境

古

市

秀

大

大

屋

た
組
織
を
新
た
に
し
た
「
朝
日
町
衛
生
協

。

舘

長

久

荒

川

一

丁

目

大

和

信

義

上

町

力
委
員
会
」
が
発
足
し
、
各
分
野
に
環
擁
理
事

玉

木

俊

夫

東

下

町

内

山

之

夫

西

町

衛
生
観
念
の
普
及
徹
底
を
図
り
、

美
し
い

。

酒

井

敬

三

幸

町

中

山

尚

徳

一

沼

保

住

み

よ

い

町

づ

く

り

に

努

め

る

こ

と

に

な

グ

上

沢

菊

次

郎

市

民

草

野

橋

突

荒

川

ご

丁

目

り
ま

ιた
c

。

山

崎

庄

作

末

広

町

縦

一

則

荒

川

三
丁
目

町
民
各
位
の

｝
胞

の

ご

協

力

を

お

願

い

。

加

藤

政

雄

宮

崎

山

崎

政

次

荒

川

凹

丁
目

し
ま
す
。

。

字

国

正

雌

桜

町

上

野

洋

子

荒

川
五
丁
目

目

標

。

細

e

様

ゆ

旭

ケ

丘

金

繰

正

一

栄

町

［
塵
芥
収
集
の
円
滑
化

幹

事

問

中

恒

雄

中

三

浦

町

土

肥
孝

信

中

道

下

2
ゴ
ミ
を
河
川
や
下
水
に
捨
て
な
い
習
慣

h
q

金

弁

和

見

本

町

国

中

久

雄

日

東

町

を

つ

け

る

こ

と

。

平

田

清

中

道

下

県

坂

伊

一

一

一

次

郎

平
柳
一

区

1
下
水
や
河
川
の
鴻
捕
を
自
発
的
に
行
な

h
q

越

坂

邦

夫

町

民

生

観

神

谷

き
よ

平
柳
二
区

う

よ

う

に

す

る

こ

と

委

員

藤

条

義

晴

温

泉

町

（

民

生
課）
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児

童

扶

養

手

当

｝

監
護
し
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
死
不
明
、
例
遺
棄
、
付
拘
禁
、
例
お

特

別

児

童

扶

養

手

当

。

ま
た
は
養
育
者
で
す
。
こ
の
手
当
の
支
ー
さ
ん
が
誰
で
あ
る
か
不
明

受

給

資

格

の

あ

る

方

へ

給
要
’件
、
手
当
額
、
所
得
制
限
等
は
児
①
お
子
さ
ん
の
状
態
が
次
の
い
ず
れ
に

童

扶

養

手

当

と

同

じ

で

す

。

も

該

当

し

て

い

る

こ

と

二
、
児
童
扶
養
手
当
の
対
・
象
と
な
る
方
的
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
日
本
国
内

は、

お
父
さ
ん
の
い
な
い
お
子
さ
ん
を
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

監
護
し
て
い
る
お
母
さ
ん
ま
た
は
養
育

例
公
的
年
金
を
う
け
て
い
な
レ
こ
と

者
（
児
童
と
同
居
、
監
護
、
生
計
維
持
（
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て

を
す
る
と
い
う
三
．
要
件
が
必
袈
で
す
）
支
給
さ
れ
る
年
金
の
こ
と
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

付
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
合
の
加

た
だ
し
、
次
・の
要
件
を
そ
な
え
て
い
算
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

的

皐

親

に

委

託
さ
れ
て
い
な
い
こ

①
お
父
さ
ん
の
状
態
が
次
の
い
ず
れ
か
と

に
該
当
し
て
い
る
こ
と

的
殿
婚
、
帥
死
亡
、
付
綴
疾
、
川門生

(.4) 

。委

員

昭和45年5丹10日
月刊（毎月10日発行）ひさあ（塁強話会易会~）第177号

児
童
扶
養
手
当
法
お
よ
び
特
別
児
童
扶

養
手
当
法
に
つ
い
て
ご
存
知
で
し
ょ
う

ヵ。
こ
の
手
当
は
、
次
の
よ
う
な
方
A

に
支

給
さ
れ
ま
す
。

手
当
は
消
求
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
児
童

－
人
に
つ
・
8
月
額
一
一
、
一

O
O円
（
十
月

か
ち
二
、

六
G
O円
）
が
支
給
さ
れ
石
こ

と
に
な
り
ま
す
。

一
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

方
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
置
度
の
障

害
を
持
っ
こ

O
才
米
満
の
お
子
さ
ん
を

。// // // // 。4ア’v // 申＃ // 。，， 。。。// 。。
仙

w
児
賞
稿
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な

い
こ
と

①
お
子
さ
ん
の
年
令

的
義
務
数
育
終
了
前

例
二
O
才
米
満
の
廃
疾
児

＠
お
母
さ
ん
ま
た
は
費
育
者
の
状
態
が

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る
こ

ル』的
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

同
公
的
年
金
を
う
け
て
い
な
い
こ

Ir
－
 

付
所
得
制
限
額
を
・
』
え
て
い
な
い
こ

と
（
凶
作
度
に
比
べ
て
所
得
の
制

限
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
ま
す
）

以
上
の
よ
う
な
要
件
が
必
要
で
す
が
、

受
級
資
絡
に
政
当
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を

持
多
の
う
え
、
役
場
民
生
献
で
附
問
手
航

き
を
し
て
く
．た
さ
い
。

（
民
生
訓
）

引

揚

者

特

別

交

付

金

の

請
求
期
限
が
延
長
に

引
揚
者
特
別
努
付
金
の
請
求
則
限
が
木

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
米
請
求
者
が
柑
当
あ
る
た
め
、

一

年
間
延
長
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
一二
月
三

十

一
日
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
米
だ
請
求

し
て
い
な
い
方
は
、

E
T
く
請
求
手
続
き
を

し
て
く
．
た
さ
レ
。

（
民
生
課
）

直
点
目
よ
り
一

結
婚
式
と
婚
姻
届

男
女
が
結
婚
式
を
あ
げ
、
同
居
生
活
を
，

し
て
い
て
も
、

法
律
の
上
で
は
婚
姻
関
係

に
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
盛

大
な
結
婚
式
を
あ
げ
社
会
的
に
穴
婦
と
認

め
ら
れ
て
レ
て
も
、
周
出
を
欠
一
い
て
い
る

と
、
婚
期
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
ら
ず
、

あ
く
ま
で
内
縁
関
係
に
と
ど
ま
る
わ
け
で

こ
の
場
合
に
は
、

実
際
問
題
と
し
て
次
の

よ
う
な
不
都
合
を
生
じ
ま
す
。

た
と
え
ば
、

A
女
と
B
邸
内
は
結
婚
式
を

あ
げ
夫
婦
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
届

出
を
し
な
い
で
い
る
う
ち
に
、
B
男
が
他

の
女
C
と
同
せ
い
し
て
婚
姻
屈
を
出
し
、

一
方
そ
の
あ
と
で
A
女
に
子
が
生
ま
れ
た

限
切
合
、
そ
の
子
は
婚
姻
関
係
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
子
〈
嫡
出
子
）

と
し
て
の
身
分
を

得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
B
男
の
認
知
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
父
子
と
し
て
の
法
律
関
係

が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
上
、

認
知

を
得
て
も
柑
続
分
は
B
闘力と
C
女
の
間
の

子
（
摘
出
子
）
の
半
分
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、

D
女
と
E
男
は
長
い
間
内
縁
関

係
に
あ
り
、

D
女
は
E
市
内
の
先
衰
の
子
を

育
て
て
き
た
の
で
す
が
、
婚
姻
届
を
出
し

お
く
れ
て
い
る
う
ち
に
E
男
が
急
死
し
た

場
合
、
E
男
の
遺
産
は
す
べ
て
先
衰
の
子

に
相
続
さ
れ
、

D
女
に
は
な
ん
ら
の
相
続

分
も
な
い
こ
左
に
な
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
内
縁
関
係
は
、
実
質
的
に

は
婚
畑
と
同
じ
で
、
届
出
を
欠
い
て
い
る

だ
け
で
す
か
ら
、

立
法
に
よ
っ
て
、
あ
る

い
は
裁
判
例
の
上
で
も
な
る
べ
く
厚
く
保

護
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
先

の
例
の
と
お
り
、
内
縁
の
委
に
は
相
続
俸

は
な
く
、
ま
た
、
子
供
は
非
嫡
出
子
と
な

る
な
ど
．
婚
姻
関
係
の
場
合
に
比
べ
て
不

安
定
で
あ
り
、

十
分
に
保
護
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

毎
年
多
く
の
男
女
が
結
婚
式
を
あ
げ
、

新
し
い
人
生
へ
門
出
を
す
る
の
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
弟
式
と
同
時
に
、
必
ず
婚
姻

屈
を
出
す
よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

〈
宮
山
家
庭
裁
判
所
）
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農幸喜民営回
の
草
取
り
の
追
放
を

ひ

ν
映
に
お
門
町
市
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
初
．カ

ツ
オ
M

、
森
雄
万
象
が
稔
の
息
吹
き
を
伝

え
る
き
ょ
う
こ
の
頃
、
農
家
は
m
Mえ
も

’一
一終
わ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
除
草
作
品
保
に
か
か
る

守
頃
か
と
思
い
ま
す
。

先
頃
朝
H
町
農
業
技
術
者
会
議
で
も
話

姐
に
と
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
朝
日
町
か
ら

「
凹
の
草
取
り
・一
（
手
取
除
世
い
よ
か
』追
放

し
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
ω
銭

円余の
A

民
主
的
な
協
調
を
強
く
望
み
ま
す
。

「田
の
草
取
り
」
は
、
農
業
労
働
の
小

で
も
．

従
米
か
ら
古
一
汁
労
働
の
沿
た
る
も

の
と
し
て
多
く
の
人
か
ら
い
と
わ
れ
て
い

る
作
来
で
あ
り
、
腰
曲
が
り
ゃ
、
健
純
一叫

摘
な
ど
農
業
病
の
主
悶
と
さ
れ
て
い
ま

す
ω

ぞ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
上
最
は

草
を
n
兄
ず
し
て
車
を
と
る
ー
と
か
、
勤
労

の
美
誌
を
た
た
え
る
一
方
、
休
明
拭
や

ν
ク

リ
ヱ

1

シ
ヨ
ン
に
つ
レ
て
は
む
し
ろ
卯
必

感
を
持
つ
な
ど
、

余
荒
川討
中
旅
を
指
向
す
る

現
代
に
あ
っ
て
は
誠
に
不
A
N
則
一な
感
叫
が

制
必
〈
農
家
の
な
識
を
ルソ（
配
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
草
取
り
作
祭
を
忍
ぶ
だ
け
の
が

耐
と
労
働
力
が
仕
し
か
さ
れ
る
な
ら
、
経
済

的
に
も
社
会
的
に
も
も
っ
・
と
有
益
な
作
策

が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

。
《
ノ
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そ
れ
で
ま
ず
、

「
掌
を
見
ず
し
て
草
を

と
る
」
と
い
っ
た
考
え
方
は、

こ
れ
か
ら

推
進
し
よ
う
と
す
る
除
草
技
術
の
中
に
も

生
か
さ
れ
て
い
十
る
の
℃
す
。
即
ち
、
車
が

は
え
て
か
ら
除
車
剤
で
処
即
す
る
よ
り
も

は
え
た
か
は
え
な
い
う
ち
に
処
即
し
た
方

が
ず
っ
と
効
来
的
に
殺
爪
作
胤
を
す
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
そ
の
古
巣
も
、
問
の
草

取
り
の
回
数
を
噌
や
ナ
こ
と
だ
と
か
、
そ

れ
が
収
量
の
決
定
的
安
閑
の
よ
う
に
考
え

る
人
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
近
代
段
築
の

如
い
手
と
し
て
は
誠
に
お
寒
い
話
と
い
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

んγ一段
刊
の
向
上
は
、
釘
一
に
「削
収
」
で

あ
り
、
釣
こ
に
は

「
有
力
」
で
あ
り
、
第

大

家

正

校

下

州

品

設

弘

一一一
に
は

「
品
質
の
向
上
」
で

な

け

れ

ば

な

南

保

校

下

大

森

総

附

り
ま
せ
ん
。
中
で
も
、
省
カ

は

作

京

体

系

山

崎

校

下

大

殺

敏

一

の
知
納
で
あ
り
、、

労
働
の

強

度

を

間

払

境

校

下

渡

辺

技

暢

化
す
あ
切
で
あ
り
ま
す
ν

し
か

し

こ

れ

ら

伯

校

一

卜

州

良

治

は
、
部

一
と
第
二
の
灸
件
を
同
時
に
満
た
ガ
筒
山
松
下

山

川

開
閉
山

ナ
必
袋
が
あ
り
ま
す
h

従

っ

て

、

除

爪

剤

椛

川

校

下

折

行

時

夫

の
使
刑
に
当
た

っ

て

は

、

明

収

を

肌

円

し

（

哨

U
町
連
合
行
年
凶
）

h
q

町
民
卓
球
大
会

体

協

1
・
げ
町
民
柔
道
大
会

2
・
7

町
民
ス
キ
l
大
人
民
法
小
中
学
校

記
録
会

一
下
新
川
郡
野
球
連
盟

昭
和
四
十
五
年
度
事
業

5
－
げ
天
的
担
杯
全
軟

m
F必
（
制
H
）

5
・
引
戸
川
股
〉u
杯
ん十
枇
郁
子
必

6
－
7
「

一
部
戸
山
明
日
）
、
一一部
f

入
品
U
〉

川

…

ω）
一一一町
三

杯
野
球
大
会
入
山
川
）

V
富
山
県
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

春
季
一
般
男
女
選
手
権
大
会

（
凶
月
十
二
日

的
中
）

（
勿
）
①
朝
日
夕
ラ
プ
①
北
紅
火
力

（
女
）
①
口
消
紡
富
山

①
育
巴
工
業

（
朝
日
町
体
育
協
会）

fミ

よ

り

マ
昭
和
四
十
五
年
度
事
業
計
画

4
－
お
い
川
越
軟
よ
野
球
大
会

5
・
3

歩
こ
う
ん
ぶ

6
－
川

町
民
ソ
フ
1
ボ

l
b戸
大

A

6
・
初

二
市

一
部
中

γ駅
伝
M
W．定

7
・
げ

財

人

球
伎
ト
〈
会

F
－

ph
J
l
｝

句

l

川
内
1
4
H
J
H
J
t
λ
h
u

－－・

《4
1i
nど

ん
吋
I
L
－－
u山
oni’Uμ

8
－
U

町
民
水
泳
火
ん
バ
ル
小
中
小
校
記

録
会
町
民
野
球
大
会

少
年
肝
球
大
会

町
民
野
球
六
会

町
民
バ

ν

l
ボ

l

N
大
会

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ

l
w
大
会

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

l 1 11 9 8 8 
I/ • 

29 15 23 22 15 

た
り
米
貿
を
落
と
し
て
は
何
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
こ
と
し
は
、
で
き
る
ど
け
現
地
講

迎
会
や
効
果
確
認
悶
念
殻
世
し
て
、
農
家

の
自
発
的
解
決
意
慾
を
高
め
る
べ
く
、
関

係
機
関
の
力
を
結
集
し
た
い
と
忠
い
ま
す

各
地
域
に
お
け
る
最
も
効
県
的
な
除
車
体

系
を
確
立
批
進
し
、
余
刺
労
力
を
、
う
る

お
い
の
あ
る
生
活
設
計
や
山
訳
業
経
営
規
膜

航
大
の
た
め
、
新
し
い
場
聞
に
蔚
U
し、

適
正
に
出
府
す
る
事
を
心
か
ら
朋
待
い
た

し
ま
す
。

（
入
諮
問
M
改
朝
H
支
所
）

昭
和
四
十
五
年
度

校

下

青

年

団

長

一
郵

便

局

だ

よ

り

…

郵
便
受
箱
を

と
り
つ
け
ま
し
ょ
う
ん
γ

郵
便
局
で
は
み
な
さ
ん
の
郁
悦
物
を
H十

く
安
全
に
硲
突
に
お
日
納
付
す
る
た
め
に
、

郵
便
受
簡
の
設
置
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
υA

V
U
火
札
の
代
わ
り
と
な
り
家
欽
令
部
の

氏
名
が
記
舵
で
き
ま
す
。

A
V
－沼守
で
あ
っ
て
も
，
戸
締
り
に
関
係
な

く
陀
一
速
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
郵
便
が
い

く
た
り
ま
す
。

A
V
附
注
さ
れ
た
郵
便
物
は
亡
失
す
る
叫

が
な
く
な
り
ま
す
。

A
V

仙
絡
は

一
例
L
U
ぽ
円
九市
川
の
点
・
制
）

で
、
部
凶
川
で
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り

ま
す
。

郵
便
物
に
は

必
ず
郵
便
番
号
を

六
月
一

日
か
ら
は
、
全
凪
一

斉
に
格
付
号

に
よ
る
区
分
方
法
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で

必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

簡
易
保
険
の
傷
害
特
約
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
んヅ

最
近
に
お
け
る
交
通
事
故
の
激
鳩
な
ど

不
慮
の
事
故
に
よ
る
傷
害
の
危
険
が
国
民

の
け
常
生
前
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
簡
易
保
険
で
は
、
昨
年
九
月

一

日
か
ら
傷
出
品
川特
約
制
度
を
設
け
ま
し
た
υ

こ
れ
は
、
従
来
の
簡
易
保
険
に
こ
の
特

約
を
付
加
す
る
と
、
被
保
険
者
が
不
慮
の

耶
政
、
ま
た
は
第
三
者
の
加
者
行
為
に
よ

り
受
け
た
間
別
に
つ
い
て
保
険
金
を
支
払

う
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
、
こ
の
保
険

会
は
、

死
亡
保
険
金
、
傷
害
保
険
金
、
入
院
保
険

金、

の
三
回
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
等
放
、

火
事
、
水
宮
、
週
艇
な
ど

危
険
が
レ
っ
ぱ
い
の
今
日
、
安
い
保
険
料

・
（
保
険
金
一

C
C万
円
に
対
し
て
月
二
O

O
円
）
で
特
約
が
で
b
p
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
加
入
し
て

く
．た
さ
い
。

。

厚
生
省
は
こ
の
ほ
ど
、
四
十
三
年
の
病

気
別
死
凶
順
位
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
ベ

ス
ト
テ

ン
は
次
の
と
お
り
で
、
不
思
の
事

故
は
刊
品川
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

〈

死

因

順

位
V

L

脳
血
管
疾
息

2

カ

ん

3

心

臓

病

d

眠

不
服
の
都
紋

5

老

内

訳

5

肺

炎

7
6

吋
吋

τι

i

l

 

a
紡

肢

日

白

殺

門

U

ド』

Rι

－B

’
nn門付

加
V
M

（泊
郵
便
局
〉

血磁

aaynxυ

’o
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